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事業の目的と概要

Ⅰ　成果指標（活動指標）

Ⅱ　活動実績・成果

Ⅲ　課題と今後の取組

　千里丘地域のコミュニティバスの利用者数は、新型コロナ
ウィルス感染症拡大の影響による利用者減から回復傾向にあっ
たが、令和５年度は過去最高の利用者数となった。公共交通空
白地で移動の困難な地域で高齢者等の移動手段、主要施設への
アクセス手段が安定した状況にある。
　
　千里山地域のコミュニティバスについては、駅勢圏内でバス
停勢圏外、かつ駅との高低差が大きい地形の公共交通不便地の
ため、令和４年２月１７日に試験運行を開始している。令和５
年度で試験運行開始から２年が経過し利用者数は増加してい
る。協議会の意見を踏まえ、令和６年４月より本格運行に移行
した。

 交通安全教育、交通安全運動などの啓発活動については、新型
コロナウィルス感染症拡大の影響により中止していたが、令和
４年度より再開している。市民の交通安全意識の向上に寄与
し、令和４年度と比較して、交通事故件数は31件の減少となっ
ている。

　千里丘地域のコミュニティバス運行事業は、新型コロナウィ
ルス感染症拡大の影響による利用者減から回復し安定した利用
状況にあることからも、地区内の日常生活における移動手段と
しての効果が確認できる。また、千里山地域のコミュニティバ
ス運行事業も令和４年２月から約２年の試験運行を経て利用者
数の増加が見られたことから同様の効果が確認できたため協議
会の意見も受けて令和６年４月より本格運行に移行した。
　今後も引き続き両地域の利用状況を注視し、協議会の意見も
受けて事業の継続について取組を進める。

　交通事故件数については、令和3年度は微増となっていたが、令
和4年度及び令和5年度には減少へと転じている。引き続き、吹田
市内における交通事故の撲滅に向け、安全教育や啓発活動など市
民の交通安全意識の向上のための、事業活動を実施していくこと
が重要である。

交通事故件数 件 755 720 689 市内において１年間に発生した交通事故件数

コミュニティバス利用者
数
（千里山地区）

人 5,813 77,379 97,940
千里山地区で試験運行している「すいすいバス」の年間利用
者数

コミュニティバス利用者
数
（千里丘地区）

人 133,283 159,327 176,530 千里丘地区で運行している「すいすいバス」の年間利用者数

【目的】公共交通の利便性向上やルールの啓発等により、誰もが暮らしやすいまちづくりを目指す。
【概要】地域公共交通活性化事業（地域コミュニティ交通導入ガイドラインの作成、公共交通の利用促進、補助金の交付）
コミュニティバス運行事業（千里丘地区でのコミュニティバスの運行）
交通バリアフリー化整備補助事業（公共交通事業者へのバリアフリー整備等に対する補助金の交付）
交通対策検討事業（千里山地区でのコミュニティバスの試験運行）、バリアフリー計画作成
交通事故をなくす運動事業（交通事故防止に関する安全教育、啓発活動）
自転車ヘルメット購入補助事業（交通事故時に頭部を守る自転車ヘルメットの購入補助）

指  標  名 単位 令和3年度 令和4年度 令和5年度 指　標　の　定　義

道路橋梁費 （目） 4 交通対策費

部局名 土木部
予算執行

所属
総務交通室

主な歳出
予算科目

一般会計 （款） 8 土木費 （項）

管理事業名 交通対策事業
総合計画
の体系
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大綱 都市形成

政策 安全・快適な都市を支える基盤づくり

施策 交通環境の整備



Ⅳ　財務情報
◆貸借対照表【ＢＳ】 （単位：千円）

現金預金 流動負債
未収金 地方債
財政調整基金 短期借入金
短期貸付金 賞与引当金
徴収不能引当金 未払金
その他流動資産 リース債務

有形固定資産 その他流動負債
土地 固定負債
建物・工作物 地方債
リース資産 長期借入金
建設仮勘定 退職手当引当金

無形固定資産 リース債務
有形固定資産 その他固定負債

土地 負債の部合計
建物・工作物
建設仮勘定 純資産

重要物品
図書館資料
投資その他の資産

出資金
長期貸付金
基金
徴収不能引当金 純資産の部合計
その他債権

資産の部合計

◆行政コスト計算書【ＰＬ】 （単位：千円） 財務諸表の特徴的な事項

地方税
分担金及び負担金
使用料及び手数料

府支出金（経常費用充当）
財産収入
寄附金
他会計からの繰入金
受取利息及び配当金
その他
経常収入　小計 (a)
給与関係費
物件費
維持補修費
社会保障扶助費

特別会計への繰出金
減価償却費
徴収不能引当金繰入額
賞与引当金繰入額
退職手当引当金繰入額
支払利息
その他
経常費用　小計 (b)

経常収支差額 (a)-(b)=(c)
固定資産売却益 単位当たりのコスト分析(「経常費用 小計(b)」÷「実績」）
その他
特別収入　小計 (d) 円 円 円
固定資産除売却損 人 人 人
その他 円 円 円
特別費用　小計 (e)

特別収支差額 (d)-(e)=(f)
一般財源調整額 (g)
当期収支差額 (c)+(f)+(g)
一般財源充当額
一般会計からの繰入金
一般会計への繰出金
再計

人にかかるコストの内訳
◆キャッシュ・フロー収支差額集計表【ＣＦ】 （単位：千円）

行政サービス活動収入
行政サービス活動支出

投資活動収入
投資活動支出
投資活動収支差額 分析指標 (単位:％)

財務活動収入
財務活動支出
財務活動収支差額
収支差額　合計
一般財源充当額
一般会計からの繰入金
一般会計への繰出金
前年度からの繰越金 99.6 99.6 0.0- - - - 一般財源充当比率 99.7

-
- - - - 受益者負担比率 0.2 0.3 0.3 0.0

- -
- - - - 徴収不能引当率 - - -

- - -
189,897 163,532 166,239 2,706 経常費用対公共資産比率 6172.5 -

△189,897 △163,532 △166,239 △2,706 施設維持補修費比率 -

B-A
- - - - 施設老朽化比率 0.2 - - -

令和4年度 令和5年度 差
- - - - A B
- - - - 　　　　　　　年度

分析指標
令和3年度

3,083 - - -
△3,083 - - -

- - - - 合計 88,513
行政サービス活動収支差額 △186,814 △163,532 △166,239 △2,706 特別職非常勤

3,660 9.80
187,399 164,152 166,875 2,723 会計年度任用等 3,610

-

585 620 636 17 常勤・再任用 84,903

月平均従事
人数(人)区分 令和3年度

令和4年度 令和5年度 差額 うち時間外手
当等(千円)A B B-A

166 4,952 △1,763 △6,715

給与関係費
等(千円)

- - - -
- - - -

△189,731 △158,581 △168,002 △9,421
189,897 163,532 166,239 2,706

- - - -
分
析
内
容

市民１人あたりに441円のコストが掛かっている。
令和6年3月31日現在の吹田市人口で算出している。

- - - -

- - - - 実績

381,238 382,336
- - - - コスト

502 401 441
特
別
費
用

- - - - 実績 378,781

単位 令和3年度 令和4年度 令和5年度
- - - -

市民１人
コスト

特
別
収
入

- - - -
- - - -

190,316 159,200 168,638 9,438
△189,731 △158,581 △168,002 △9,421

- - - -
- 3,078 - △3,078

6,722 6,158 6,955 797
8,630 △2,310 4,018 6,329

-
5 - - -
- - - -

負担金・補助金・交付金等 82,467 72,323 61,871 △10,451
- - -

- 948 948
- - - -

経
常
費
用

82,300 74,691 77,540 2,849
10,191 5,261 17,305 12,044

-

136 132 151 19
585 620 636 17

- - - -
- - - -

- - - -
- - - -

国庫支出金（経常費用充当） - - - -
- - - -

経
常
収
入

- - - -
- - - -
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特徴的な事項
A B B-A

【PL】
負担金・補
助金・交付
金等

江坂駅北側EV整備事業負担金・補助金の減
　7,146千円
自転車ヘルメット補助金の増
　1,445千円

488 485 △2

勘定科目 令和3年度
令和4年度 令和5年度 差額 勘定科目等

-- - - 負債及び純資産の部
合計

- -
- - -
- - - △64,371 △66,135 △1,763
- - -
- - -
- - -
- - -
- - -
- - -
- - - △64,371 △66,135 △1,763

-
- - - 64,371 66,135 1,763

イ

ン

フ

ラ

資

産

- - - - -

- - -

- - - - - -
- - - 58,213 59,180 967

- -
- - - - - -

- -
- - - 58,213 59,180 967

固
定
資
産

事
業
用
資
産

- - - -

- - - -

- - - - - -
- - - - - -

- -
- - - 6,158 6,955 797

797
- - - - - -流

動
資
産

- - - 6,158 6,955

- - - -

令和5年度末 差額
A B B-A A B B-A

勘定科目
令和4年度末 令和5年度末 差額

勘定科目
令和4年度末

105(一般会計・交通対策事業)


